













一文化行政論お よび 『月刊社会教育』を手がか りとして 一

























































このような文化の問題に対する条件整備は、従来は社会教育行政が行 うとされていた。 しか し
梅樟氏は、教育委員会の主な仕事は初等教育であり、教育委員会が文化の問題を扱っている限 り






























































少ない(6)。しかし深 く論 じてはいないにせよ、その問題に触れたものは他にもある ω ので、そ
れらを含めてこの問題を検討すると、およそ以下のようになると考えられる。
まず教育を文化の一部と捉えているようである。ただし文化と教育では少 し価値が異なるもの
と捉えている。例えば1977年ll月号(通巻243号)では 「芸術 ・文化活動はサシミのツマか」 とい
うタイトルの座談会が収録されている。そのタイトルからも読みとれるが、文化活動が軽 くみら
れているという意識 は存在 している。 しかしここで問題 とされているのは、そのサシミのツマ
(この座談会で主にでてくるのは華道 ・茶道などの文化活動)を どの ように学習や社会に対する
問題意識に結びつけて、単なるサシミのツマに終わらせ ないか とい うことである(酒 匂他
1977,64-81頁)。また1978年8月号(通巻253号)では次のように述べられている。






































発 しているかなどの点については詳 しく検討 されているとは言えないだろう。先にも述べたが、
梅樟氏の文化行政論を詳しく取 りあげている論文 ・記事がほとんどないことにもそれがあらわれ
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ているのではないかと考えられる。
1982年1月号(通 巻298号)では大分県湯布院町の地域づ くりについての報告が掲載 されている。
この報告 を読む限 り、そこでは社会教育行政は重要な役割をはた しているわけではないのだが、
同年ll月増刊号(通 巻309号)においては自立的文化の形成の事例 として評価されている。 しか
し他方で、湯布院町での地域づ くりの活動は文化行政の先進的事例(lo)としても高 く評価 されて
いる(猪爪1983,241-246頁)。仮に文化行政論やそこで述べられる問題意識を詳細に検討 していた
ならば、このように文化行政論においても評価の高い事例を、社会教育の事例であると考え高 く








巻195号)に掲載されている。「より広 く、より深 く」 と題されたその文章には、社会教育から離
れて3年間の経験を 「公民館の中から、世の中を知ったつ もりでいたのが、いかにあさはかであ
ったか(笹島1卯4,7頁)」という言葉で表している。さらに、
各種 団体 、サ ークル、あるいは学級講座 などに集 まる人 びとは、社会教育 とい うフ ィル ター
を通過 した人びとであ り、ある意味ではエ リー トなのである。世の中は、それ よ りもさらに広
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CQnceptsofEduca廿onandCultureinShakai]Kyoiku
Ch皿甑oENDO
Intheearlyl970's,TadaoUMESAOpointedoutproblematicconditionsaroundcultural
activitiesofpeople.Heintroducedanewconcept`bunkagyosei'(culturaladministration)tocall
fbrresponsiblegovemmentmeasurestopromotecultureandculturalactivities孟ngenera1.
Thispaperisintendedtoexplorehowpolicy-makersandeducatorsin重hefieldofshakai-
kyoiku(adulteducationandouレo卜schooleducationfbrtheyouth)respondedtoUmesao'sargument.
T血eauthorleviewedarticlesof`GekkanShakaiKyoiku,(MonthlySocialEducation)f}omissues
No.182toNo.310(publishedbetween1973and1982)fbcusingonthoserefbrringinonewayor
anothertoproblemsincitizen重sculturalactivitiesthatUmesaomentioned.
ItapPeafsthatthejoumalarticleswerebasicallyconsciousofIheneedtohavesufficient
h飢dw冴esuchaslibr短es,museums㎝dco㎜unitycentersasabasiccondiεiontopmmotecuhu認
actividesamongcitizens。However,専heyregarded`bunkagyosei,asagovemment-ledcontrolover
autonomousandself-dependentcu豆tural.actividesofpeople,andpaidlittleattentiontoUmesao,s
idea.OnlyonearticlerefbrredtoUmesadsconceptof`bunkagyosei.'
Althoughthearticlescliticized`bunkagyosei,byadvocaUngindependenceofeducation
倉omgovemmentcontrol,theyattachedsomespecialvaluetoeducationasaprocesstodeveloppeo-
ple'sabilitiestosolvecontemporalysocialproblems.T㎞isappealstobec6ntradictorybecausethe
valueofeducationisdefinedfromacertainspecificperspective,anditseemstobeanotherf6rmof
con駐olovereducation.
TamotsuSASAJIMA,amunicipalhead,whohadbeenanactiveleader孟nthefieldof
`sh
akaikyoiku,fbrmanyyearspointedoutthat`shakaikyoiku,placedmo駕emphasisonedu-
cationra血erthanoncultureandthuswasbasicallytalgettedatonlyselectedpeople.Theauthorwill
analyzeotherpublicationsandwhtingson`shakaikyoiku,toexplorethis.questionin血e負1ture.
